











- 総合科学技術会議生命倫理専門調査会、人クローン胚作成容認で制度整備の方針 - 


















































































































































































































































































































・6/ 2 山田 直: 科学技術政策研究所国際客員研究官
・6/18 Mr. Patrick Windham: Technology Policy International 代表
Prof.George Heaton,Jr.: Worcester Polytechnic Institute 準教授
Dr.David Cheney : SRI International 上級科学技術政策アナリスト
○ 講演会・セミナー
・6/ 1 富澤 宏之: 第２研究グループ主任研究官
「科学技術指標 - 日本の科学技術の体系的分析 - 平成16年版」
・6/ 2 杉本 八郎: 京都大学大学院 薬学研究科 客員教授
「アルツハイマー型痴呆症治療薬開発の夢を追って」
・6/ 3 林 晋: 神戸大学工学部情報知能工学科 教授
「ソフトウェア工学で流行する『日本型』生産法」
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・6/ 9 石黒 武彦: 同志社大学ヒューマンセキュリティ研究センター フェロー
「『インパクトファクター』の実像と学術雑誌のあり方」
・6/10 岩本 如貴: 第３調査研究グループ研究官
「地域イノベーションの成功要因及び促進政策に関する調査研究 - 「持続性」ある
日本型クラスター形成・展開論 - 」
・6/18 Prof. George R. Heaton, Jr.: Worcester Polytechnic Institute準教授
「科学技術人材問題について: 国家ニーズに適合した人材育成のあり方と人材流
動」
Dr. David Cheney: SRI International 上級科学技術政策アナリスト
「科学技術人材の米国内における流動性について」
Mr. Patrick H. Windham: Technology Policy International 代表
「科学技術人材の国際的流動性について」











「ライフサイエンス鳥瞰図の作成 - がん研究マップの作成 -












・「科学技術動向 2004 年 6 月号」(6 月 30 日発行) 
 特集 1 遺伝子サイレンシング研究の動向
 ライフサイエンス・医療ユニット 伊藤 裕子
 特集 2 情報処理教育カリキュラムの動向と課題
 情報通信ユニット 藤井 章博
 特集 3 世界をリードする日本型ゼロエミッション・システムの動向 - 素材型産業を中核とす
る循環の形成 -
 客員研究官 大迫 政浩、吉川 邦夫 環境・エネルギーユニット 浦島 邦子
 特集 4 構造物保全技術とリスクベースメンテナンス(RBM)
 客員研究官 木原 重光
 
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会(政策研ニュース担当: 情報分析課news@nistep.go.jp)
トップへ
10
